
農地の更なる大区画化・汎用化の推進（公共）
【３６，９７０百万円】

対策のポイント
農地中間管理事業の重点実施区域等において、担い手への農地集積・集約

化を加速化し、米の生産コストの早期かつ大幅な削減等のため、農地の大区

画化や排水対策、水管理の省力化等のための整備を推進します。

＜背景／課題＞

・「総合的なＴＰＰ関連政策大綱」に即し、米の生産コストを早期かつ大幅に削減する

など、我が国農業の体質強化を図ることが重要です。

・このため、担い手への農地集積・集約化を加速化するとともに、大型機械等の導入が

可能な農地の大区画化や排水対策、水管理の省力化等を可能とするパイプライン化、

地下かんがい施設等の基盤整備を推進することが必要です。

政策目標
担い手の米の生産コストが9,600円／60kg を下回るよう農地の大区画化・※

汎用化を推進

※ 平均的な米の生産コスト（16,000円／60kg（23年産米））から４割削減したコスト

＜主な内容＞

農地の大区画化等の推進
米の生産コストの早期かつ大幅な削減等のため、農地の大区画化や排水対策等を推進

します。

・主な工種：区画整理、暗渠排水、農業用用排水施設整備等

国費率、補助率：２／３、１／２等

事業実施主体：国、都道府県

［お問い合わせ先：農村振興局農地資源課 （０３－６７４４－２２０８）］

［平成27年度補正予算の概要］



１．事業内容 

○ 「総合的なＴＰＰ関連政策大綱」に即し、米の生産コストを早期かつ大幅に削減するなど、我が国農業の体質
強化を図ることが重要。 

○ このため、担い手への農地の集積・集約化を加速化するとともに、大型機械等の導入が可能な農地の大区
画化や排水対策、水管理の省力化等のためのパイプライン化等の整備を推進。  

農地の更なる大区画化・汎用化の推進 （ 公共 ）  

３．実施主体 

○ 農地の大区画化・汎用化の推進 

主な工種： 
 

 区画整理 
 

 暗渠排水 
 

 農業用用排水施設 等 

国、 都道府県 

２．実施要件 

    
 

  
    

 

 

              

 
  

 
  

 

    

パイプライン化 

※ 対象地区： 
  平均経営規模15ha程度以上かつ1ha程度以上 
  の大区画で実施した地区（H22～24年度完了地区） 
 

※「日本再興戦略」上の担い手の米生産コスト削減目標 
   16,000円/60kg → 9,600円/60kg 

  約40％減 
（全国平均と比較した 
   場合、約55％減） 

水管理の省力化・合理化を可能とするﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ化、地下かんがいを推進 

末端給水栓 

＜効果（米の生産コストの低減（円/60kg）＞ 

7,200 （＜9,600） 大型農業機械の導入が可能な
大区画を創出 

地下かんがい 

国費率、補助率： 
 

 ２／３、１／２ 等 

担い手の米の生産コストが9,600円／60kgを下回ると見込まれること。 

  米の生産コストの早期かつ大幅

な削減等のため、農地の大区画

化、排水対策等を推進 

＜整備後のイメージ＞ 
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